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 研究要旨 

鎖骨頭蓋異形成症 (cleidocranial dysplasia; CCD) は、CBFA1遺伝子を原因遺伝子とする常染色体優性

遺伝疾患であり、鎖骨形成不全、頭蓋骨縫合骨化遅延等を特徴とする。口腔内の問題として、埋伏過

剰歯や萌出遅延永久歯といった埋伏歯の存在が挙げられる。今までに、CCD患者の埋伏歯に対する、

三次元画像を用いた詳細な評価を行なった報告はない。今回、我々は歯科用コーンビーム CT 

(CBCT) データから得られた三次元画像を用いて、埋伏歯の形態および位置に関して検討を行った結

果、CCD患者における埋伏歯の形態および位置に関する特徴的な情報を得ることができた。 
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Ａ．研究目的 

鎖骨頭蓋異形成症 (cleidocranial dysplasia; CCD) 

は、CBFA1遺伝子を原因遺伝子とする常染色体

優性遺伝疾患であり、鎖骨形成不全、頭蓋骨縫

合骨化遅延等を特徴とする。口腔内の問題とし

て、埋伏過剰歯や萌出遅延永久歯といった埋伏

歯の存在が挙げられる。今までに、CCD患者の

埋伏歯に対する、三次元画像を用いた詳細な評

価を行なった報告はない。今回、我々は歯科用

コーンビーム CT (CBCT) データから得られた

三次元画像を用いて、埋伏歯の形態および位置

に関して検討を行ない、新たな知見を得たので

報告する。 

 

Ｂ．研究方法 

乳歯や埋伏歯の抜歯などの永久歯の萌出誘導を

行なっていない CCD 患者 5名 (男性 3名、女

性 2名) の CBCT データ (撮影時年齢 15歳 0

ヵ月～25歳 5ヵ月) から歯の三次元画像を作成

した。画像をもとに、埋伏歯が複数存在する部

位に関しては、歯根長が長い方をその部位の萌

出遅延永久歯とし、さらに最も近接する埋伏歯

をその歯種の埋伏過剰歯と定義した。その上

で、埋伏歯の咬頭数、歯根数の観察、および歯

冠近遠心径、歯冠頬舌径、歯冠長、歯根長の計

測を行なった。また、咬合平面を設定し座標を

決定した上で、埋伏過剰歯とその歯が最も近接

する永久歯 (近接永久歯)との位置関係を評価し

た。2群間において Wilcoxon の符号順位検定

（有意水準 p＜0.05）を用いて統計学的に比較

検討した。 

 (倫理面への配慮) 

本研究は東京医科歯科大学歯学部倫理委員会の

承認を得て行われた(承認番号 D2014-002号)。 

 

Ｃ．研究結果   

埋伏過剰歯は近接永久歯に比較して、歯冠近遠

心径、歯冠頬舌径、歯冠長、歯根長が統計学的

に有意に小さい値となった。また、埋伏過剰歯

において、前歯部では切縁、犬歯部では尖頭、

小臼歯部では2咬頭の歯冠形態が観察された。

さらに、埋伏過剰歯は近接永久歯に対して、水

平的には舌側 (87.9%)、遠心 (69.7%)、垂直的

には歯冠側 (60.6%) に位置するものが多かっ

た。 

 

Ｄ．考察 

埋伏過剰歯の歯冠形態に関して、前歯部では切

縁、犬歯部では尖頭、小臼歯部では 2咬頭の歯

冠形態が観察され、存在部位との関連が示唆さ

れた。 

 

Ｅ．結論 

CBCT による三次元情報から、パノラマ X 線画

像による二次元情報では不明であった、CCD

患者における埋伏歯の形態および位置に関する

情報を得ることが可能となった。 
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